
関東高体連体操専門部　技術部会記録

種別

　・開催期間の決定が遅くなったことから、詳細は検討中であるが競技方法はＲ３山梨大会を参考とし立案する

（３）東京都開催　関東ブロック予選大会について（７月８日、９日駒沢体育館にて開催予定）

　・競技の流れを本国体に近い形に変更する（２月の関東理事会で決定となる）

　・それに伴い、事前の審判研修を入念に行う

　・個人競技の試技順が１番から４番までの都県は団体競技の試技順を５番から８番の中で抽選を行い、

　　個人競技が５番から８番までの都県は１番から４番の中で抽選を行う

　　　　DA４名（２名・２名）　DB４名（２名・２名）　A４名　E４名
ＤＡとＤＢは２名ずつで共通得点を出し、その２つの得点のアベレージを
最終得点とする

　・関東大会においては補審を従来通り１名配置する

　　CJを配置する

（４）栃木県開催　関東大会について（５月２６日～２８日（木～土）栃木県日環アリーナにて開催予定）

 ③審判配置について

（２）手具点検について　

　・高体連適用ルールに準ずる

　・同会場内に本会場とサブ会場を設置し、音楽は支障が出ないようスピーカーで調節する

　・ルールブックP8　3．9．　競技部長の任務　⇒　セクレタリーに訂正（旧　ＣＪ）

C4 記載者 技術部長　新井　裕子

令和4年2月22日

（１）技術部員の異動・変更について

　・大会は審判長・副審判長をおき、レスポンシブルジャッジは審判長が兼ねるとするが、各都県状況により

２・協議・検討事項

　ボール・リボン（DA２名　DB２名）　

１（１）審判編成について　関東大会への各県派遣は２名ずつとし、１６名で審判業務にあたる

 ①個人

　（Ｒ４関東大会はＲ３山梨大会のようにグループごとに競技予定）　

１・報告事項

　・Ｒ４技術部長：柳田裕子（東京都）、副部長：新井裕子（群馬県）

 ②団体

　　　　審判構成はカテゴリー取得審判を考慮したうえで配置し、同都県が同じパネルにならないようにする

フープ　（DA２名　DB２名）　

　ボール　（DA２名　DB２名）　

（２）全国高体連体操専門部会報告

　・高体連ルール　参照

　（A４名　E４名）　Ａ・Ｅ審判は両種目の採点にあたる

　（Ｒ４関東ブロック東京都開催から、競技の流れが変更予定）

　フープ・クラブ（DA２名　DB２名）　
　（A４名　E４名）　Ａ・Ｅ審判は両種目の採点にあたる


